様式１の記入例
令和５年度山形県特別支援学校
教職２年次フォローアップ研修　研修計画書

	学校名　　県立○○○○学校
	校長名　　□□　□□

	研修者名　　◇◇　◇◇



校内における研修
研修期間は、５月から翌年１月末までを原則とし計画する。研修内容は、教科等の「学習指導力」を高める授業研修等を中心に、令和４年度初任者研修の手引－特別支援学校－ｐ26～33を参考にしながら、学校・地域の実情や研修者の課題を踏まえて年間３０時間になるように記載する。
	実施期間
	研修内容
	参集者
	時数
	備考

	５月～６月
	・単元名「すきなうたを見つけてうたおう」（音楽科）の学習指導案（略案）作成及び検討
・他学部の音楽の授業参観
・授業研究会の実施
・事後研究会の実施
	・小学部合同音楽担当者
・中学部音楽担当者
	12時間
	

	８月～９月
	・授業におけるＩＣＴ活用研修会
・ＩＣＴを活用した算数の教材研究
・算数科におけるＩＣＴを活用した事例検討会の実施
	・情報教育担当者
・小学部高学年担任
	3時間
	

	１０月
～１１月
	・単元名「ともだちにてがみをかこう」（国語科）の学習指導案作成
・学習指導案検討会の実施
・教材教具等の検討及び準備
・事前研究会の実施
・授業研究会の実施
・事後研究会の実施
・授業研究会の成果と課題検討会
	・小学部国語科担当者
・小学部教員
	15時間
	

	計
	30時間
	


・　必要に応じて欄の増減可。ただし１枚または２枚以内で記載する。
※　教職大学院修了者は校内における研修（30時間）が免除のため、研修計画書の提出は必要なし
様式１
令和５年度山形県特別支援学校
教職２年次フォローアップ研修　研修計画書

	学校名　
	校長名　

	研修者名　



校内における研修
研修期間は、５月から翌年１月末までを原則とし計画する。研修内容は、教科等の「学習指導力」を高める授業研修等を中心に、令和４年度初任者研修の手引－特別支援学校－ｐ26～33を参考にしながら、学校・地域の実情や研修者の課題を踏まえて年間３０時間になるように記載する。
	実施期間
	研修内容
	参集者
	時数
	備考

	
	
	
	時間
	

	
	
	
	時間
	

	
	
	
	時間
	

	計
	時間
	


・　必要に応じて欄の増減可。ただし１枚または２枚以内で記載する。
※　教職大学院修了者は校内における研修（30時間）が免除のため、研修計画書の提出は必要なし
様式２
令和５年度山形県特別支援学校
教職２年次フォローアップ研修　実施報告書

	学校名
	校長名　

	研修者名　　　　　　　　　　　　　　　         　☐　※ 教職大学院修了者は☑を入れる。



１　校外における研修について
「教職２年次服務研修」「教育相談の基礎」「発達障がいに関わる理解と支援」を受講しての成果と課題（学んだことや、自らの教育実践において生かしたいこと等）について記入すること。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※　教職大学院修了者は校外における研修のみ記入

２　校内における研修について
研修計画に基づき、自らの取り組みについて記入すること。なお、教科等の「学習指導力」を高める授業研修等については、授業中や授業後の児童生徒の様子から、自らの授業づくりの在り方を評価し、成果と課題を記入すること。
	教科等名・単元等名
	成果と課題
	実施時数

	
	
	時間

	
	
	時間

	
	
	時間

	計
	時間


[bookmark: _GoBack]・　実施した教科等・単元等ごとに記入し、必要に応じて欄の増減可。ただし１枚または２枚以内で記載する。

様式３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　第○○○号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○年○月○日

県教育センター所長　殿

県立○○○○学校長　　　


令和５年度山形県特別支援学校教職２年次フォローアップ研修の関係書類に
ついて（提出）


このことについて、下記のとおり提出します。


記


令和５年度山形県特別支援学校教職２年次フォローアップ研修○○○○○




















